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(57)【要約】
【課題】ケース本体から部品を容易に着脱し、簡単に修
理・点検する。
【解決手段】ケース本体２３に取付孔５４と開口２２を
形成する。スイッチ本体を取付筒６２内に収納する。ス
イッチ本体を覆うように、取付筒６２の一端部に操作キ
ャップ６０を嵌める。取付孔５４に押しボタンスイッチ
本体５０を挿入する。ケース本体２３の内側に突出した
取付筒６２の外周面に、取付溝６４を形成する。開口２
２から固定楔５１を挿入し、取付溝６４に挿入する。取
付溝６４及び固定楔５１の傾斜面５３，６８同士が接触
し、取付筒６２を第１方向Ａ１において内側に向けて付
勢する。付勢により操作キャップ６０の端縁部６０ｃが
取付孔５４の係止段部７１に接触して変形し、取付孔５
４と操作キャップ６０とを気密に密着させる。固定楔５
１の挿入・抜脱により、押しボタンスイッチ本体５０を
ケース本体２３から容易に着脱可能になる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口及び取付孔を有するケース本体と、
　前記ケース本体の開口を塞ぐように気密に取り付けられる蓋と、
　前記取付孔に対し前記ケース本体の外側から内側に向かう第１方向から挿入される部品
部材と、
　前記第１方向に対し交差する第２方向から前記ケース本体の開口を介して挿入され、前
記ケース本体の内側に突出する部品部材に係止して、前記部品部材の前記ケース本体から
の抜脱を阻止する抜脱阻止部材と、
　前記抜脱阻止部材に設けられ、前記部品部材を前記ケース本体に密着させる密着部と、
　前記取付孔に形成され、前記第１方向から前記部品部材が挿入されたときに、前記部品
部材が係止する係止段部と
を備え、
　前記部品部材は、
　前記取付孔に前記第１方向から挿入される取付筒と、
　前記取付筒の一端に取り付けられ、押圧操作により変形する操作キャップを除く部品本
体とを有することを特徴とする内視鏡の操作部。
【請求項２】
　前記押圧操作により変形する操作キャップを除く部品本体は、可動部を有し変位可能な
剛性キャップであることを特徴とする請求項１記載の内視鏡の操作部。
【請求項３】
　前記押圧操作により変形する操作キャップを除く部品本体は、ＬＥＤからなる表示部品
であることを特徴とする請求項１記載の内視鏡の操作部。
【請求項４】
　前記抜脱阻止部材は固定楔であり、
　前記取付筒は、前記固定楔の挿入により前記第１方向において内側に向けて付勢され、
前記係止段部に前記部品部材を係止させる固定楔取付溝を有することを特徴とする請求項
１から３いずれか１項記載の内視鏡の操作部。
【請求項５】
　前記固定楔取付溝は傾斜面を有し、前記固定楔の第２方向からの挿入によって前記傾斜
面により前記取付筒を前記第１方向において内側に向けて付勢し、前記取付孔及び前記取
付筒との間に配されるＯリングにより、前記部品部材を前記取付孔に気密に密着させるこ
とを特徴とする請求項４記載の内視鏡の操作部。
【請求項６】
　前記固定楔は、連結板の両端に先細りの脚板を有するＵ字形板部材であり、脚板の一方
の側縁が斜めに形成されており、この一対の斜め側縁により前記傾斜面を押圧することを
特徴とする請求項５記載の内視鏡の操作部。
【請求項７】
　前記固定楔は、中間に湾曲突起を有する脚板を連結板の両端に形成したＵ字形板部材で
あり、前記湾曲突起により前記傾斜面を押圧することを特徴とする請求項５記載の内視鏡
の操作部。
【請求項８】
　前記連結板に形成される取付孔と、
　前記固定楔が前記固定楔取付溝に挿入された状態のときに前記取付孔に対応する位置で
前記取付筒に形成されるネジ孔と、
　前記取付孔から挿入されて前記ネジ孔に螺合し、前記固定楔を前記取付筒に固定する固
定ビスとを備えることを特徴とする請求項６または７記載の内視鏡の操作部。
【請求項９】
　前記脚板の先端は、前記固定楔取付溝の端部に係止する係止片を有することを特徴とす
る請求項７記載の内視鏡の操作部。
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【請求項１０】
　前記抜脱阻止部材は、前記ケース本体の内側から前記取付筒の内周面に挿入され、帯状
のバンド本体の両端部を重ねて環状にした固定バンドであり、
　前記密着部は、
　前記バンド本体の一端部に前記固定バンドの周方向で取り付けられる雄ねじと、
　前記バンド本体の他端部に前記固定バンドの周方向に前記雄ねじのピッチで配されて前
記周方向に交差する方向に長く形成され、前記雄ねじの一部が入り係止する複数の係止切
欠きとを有し、
　前記雄ねじを回転して前記雄ねじと係止切欠きとの係止位置を変えて前記固定バンドの
周長を変更することを特徴とする請求項１から３いずれか１項記載の内視鏡の操作部。
【請求項１１】
　前記取付孔の内周面及び前記取付筒の外周面は、前記取付筒の回転を規制する回転規制
部を有することを特徴とする請求項１から１０いずれか１項記載の内視鏡の操作部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の操作部に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、挿入部とこれに続く操作部を有する。操作部は施術者によって把持され、挿
入部は被検者の体内に挿入される。操作部には、各種操作ボタン、例えば送気・送水ボタ
ンや吸引ボタンやリモートスイッチボタン等が取り付けられる。このような操作ボタンは
本体部と操作キャップとからなる。本体部は例えば筒状に形成されており、一端部にスイ
ッチが取り付けられる。そして、スイッチを覆い隠すように本体部には、操作キャップが
取り付けられる。操作キャップは例えばゴム製であり、押圧による弾性変形によって内部
のスイッチをＯＮにする。また、操作キャップへの押圧を止めることにより、元に戻って
スイッチがオフになる。
【０００３】
　操作ボタンは、洗浄などによる液の侵入や、塵などが入り込むことがないように、操作
部のケース本体に取り付ける際には、水密性及び気密性を確保する必要がある。このため
、ケース本体との間にＯリングやシール材を装填し、例えば特許文献１，２に示すように
、ナットを用い、ケース本体に操作部材を締め付けて固定する。
【０００４】
　例えば、特許文献１では、ケース本体の取付孔に対して、ケース本体の内側からユニッ
トを挿入し、これにケース本体の外側から固定用ナットを螺合させて締めつけ固定してい
る。また、特許文献２では、特許文献１とは逆に、ケース本体の取付孔に対して、ケース
本体の外側から押しボタンユニットを挿入し、これにケース本体の内側から固定用ナット
を螺合させて締めつけ固定している。また、特許文献３では、ケース本体の外側からスイ
ッチを取付孔に挿入し、次に、スイッチ板と固定ビスとを用いて、ケース本体の内側から
押しボタンスイッチをケース本体に固定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－５６８９２号公報
【特許文献２】特開２００２－２５３８７号公報
【特許文献３】特開平８－１９１７８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１，２記載のものでは、いずれも固定用ナットを用いているため、固定用
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ナットを回転させて締めつける必要がある。特に、特許文献２のように、ケース本体の内
側に固定用ナットが配置されるものでは、ケース本体内の狭い隙間から固定用ナットを回
転する必要があり、操作性が悪く、操作ボタンユニットの取り付けや取り外しに手間を要
する。
【０００７】
　また、特許文献１のように、固定用ナットをケース本体の外側に配置する場合には、押
しボタンユニットをケース本体内に収納した状態で取付孔から外側に向けて突出させて、
この突出した部分の雄ねじに固定用ナットを締めつけるため、ケース本体内に押しボタン
ユニットの取り付け及び取り出し用の移動スペースを設ける必要があり、ケース本体に移
動スペース分の無駄なスペースができてしまい、コンパクト化の障害になる。また、メン
テナンスの際には、固定用ナットを外した後に、ケース本体の外側から内側に押しボタン
ユニットを押して、その後に、開口から押しボタンユニットをケース本体の外側に出す操
作が必要になり、メンテナンスに手間を要する。
【０００８】
　特許文献３のように、ケース本体の内側から固定ビスを介して押しボタンスイッチを取
り付ける場合には、固定ビス回転用のドライバを挿入するための孔や開口がケース本体に
必要になる。また、孔や開口に代えて、ドライバの挿入が容易な凹み部を形成する必要が
ある。このように、ケース本体にドライバ挿入用の孔や開口、凹み部などを形成する必要
があり、ケース本体の形状が複雑になる。また、孔や開口を塞ぐキャップが新たに必要に
なる他に、凹み部を塞ぐための蓋も板状の二次元形状と異なり、三次元形状の複雑なもの
になる。
【０００９】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、押しボタンスイッチや切換弁などの
操作部材、ＬＥＤなどの表示部材、キャップや蓋、その他の各種部品を、スペースが限ら
れたケースに簡単に取り付け、また取り外すことができる内視鏡の操作部を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の内視鏡の操作部は、開口及び取付孔を有するケース本体と、前記ケース本体の
開口を塞ぐように気密に取り付けられる蓋と、前記取付孔に対し前記ケース本体の外側か
ら内側に向かう第１方向から挿入される部品部材と、前記第１方向に対し交差する第２方
向から前記ケース本体の開口を介して挿入され、前記ケース本体の内側に突出する部品部
材に係止して、前記部品部材の前記ケース本体からの抜脱を阻止する抜脱阻止部材と、前
記抜脱阻止部材に設けられ、前記部品部材を前記ケース本体に密着させる密着部と、前記
取付孔に形成され、前記第１方向から前記部品部材が挿入されたときに、前記部品部材が
係止する係止段部とを備え、前記部品部材は、前記取付孔に前記第１方向から挿入される
取付筒と、前記取付筒の一端に取り付けられ、押圧操作により変形する操作キャップを除
く部品本体とを有する。「押圧操作により変形する操作キャップを除く部品本体」とは、
本願の参考形態で示されるような押圧操作により変形する操作キャップを有する操作部材
が除かれることをいう。
【００１１】
　前記押圧操作により変形する操作キャップを除く部品本体は、可動部を有し変位可能な
剛性キャップ、またはＬＥＤからなる表示部品である。
【００１２】
　前記抜脱阻止部材は固定楔であり、前記取付筒は、前記固定楔の挿入により前記第１方
向において内側に向けて付勢され、前記係止段部に前記部品部材を係止させる固定楔取付
溝を有する。
【００１３】
　前記固定楔取付溝は傾斜面を有し、前記固定楔の第２方向からの挿入によって前記傾斜
面により前記取付筒を前記第１方向において内側に向けて付勢し、前記取付孔及び前記取
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付筒との間に配されるＯリングにより、前記部品部材を前記取付孔に気密に密着させる。
【００１４】
　前記固定楔は、連結板の両端に先細りの脚板を有するＵ字形板部材であり、脚板の一方
の側縁が斜めに形成されており、この一対の斜め側縁により前記傾斜面を押圧することが
好ましい。また、前記固定楔は、中間に湾曲突起を有する脚板を連結板の両端に形成した
Ｕ字形板部材であり、前記湾曲突起により前記傾斜面を押圧することが好ましい。また、
前記連結板に形成される取付孔と、前記固定楔が前記固定楔取付溝に挿入された状態のと
きに前記取付孔に対応する位置で前記取付筒に形成されるネジ孔と、前記取付孔から挿入
されて前記ネジ孔に螺合し、前記固定楔を前記取付筒に固定する固定ビスとを備えること
が好ましい。
【００１５】
　前記脚板の先端は、前記固定楔取付溝の端部に係止する係止片を有することが好ましい
。
【００１６】
　前記抜脱阻止部材は、前記ケース本体の内側から前記取付筒の内周面に挿入され、帯状
のバンド本体の両端部を重ねて環状にした固定バンドであり、前記密着部は、前記バンド
本体の一端部に前記固定バンドの周方向で取り付けられる雄ねじと、前記バンド本体の他
端部に前記固定バンドの周方向に前記雄ねじのピッチで配されて前記周方向に交差する方
向に長く形成され、前記雄ねじの一部が入り係止する複数の係止切欠きとを有し、前記雄
ねじを回転して前記雄ねじと係止切欠きとの係止位置を変えて前記固定バンドの周長を変
更することが好ましい。また、前記取付孔の内周面及び前記取付筒の外周面は、前記取付
筒の回転を規制する回転規制部を有することが好ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、部品の取り付けに際して、部品挿入方向とは交差する第２方向から脱
落阻止部材を装着するため、取り付けスペースが限られた内視鏡の操作部のケースに部品
を簡単に取り付けることができる。また、ケースから部品を取り外す際にも、第２方向か
ら脱落阻止部材を抜き取ることにより、簡単にケースから部品を取り外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の内視鏡の操作部を有する電子内視鏡システムを示す斜視図である。
【図２】蓋を取った状態の内視鏡の操作部を示す斜視図である。
【図３】ユニバーサルコード接続口の取付ブラケットを示す斜視図である。
【図４】ケース本体の取付孔に、本発明の第１参考形態の押しボタンスイッチを取り付け
る手順を示す斜視図である。
【図５】押しボタンスイッチの取り付け状態を示す断面図である。
【図６】取付溝に固定楔を挿入する状態を示す一部断面を含む側面図である。
【図７】固定楔を取付溝に挿入した状態を示す一部断面を含む側面図である。
【図８】第１参考形態に対し、操作キャップの端縁部を変えた第２参考形態の押しボタン
スイッチを示す断面図である。
【図９】第１参考形態に対し、同じく操作キャップの端縁部を変えた第３参考形態の押し
ボタンスイッチを示す断面図である。
【図１０】固定楔の別実施形態を示す斜視図である。
【図１１】同じく固定楔の別実施形態を示す斜視図である。
【図１２】同じく固定楔の別実施形態を示す斜視図である。
【図１３】脱落阻止部材として固定楔に代えて、固定バンドを用いた別の実施形態を示す
断面図である。
【図１４】固定バンドを示す斜視図である。
【図１５】回転規制面を有する本発明の他の参考形態の押しボタンスイッチを示す斜視図
である。
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【図１６】ユニバーサルコードコネクタに押しボタンスイッチ、三方切り換え弁を取り付
けた別の実施形態における内視鏡の操作部を有する電子内視鏡システムを示す平面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１に示すように、電子内視鏡システム８は、例えば被検体の体腔等に挿入される挿入
部１１及び操作部１２からなる電子内視鏡１０と、ユニバーサルコード１３と、光源装置
１４と、プロセッサ装置１５とから構成される。そして、挿入部１１の先端内部には撮像
ユニットが設けられる。撮像ユニットからの撮像信号は、操作部１２、ユニバーサルコー
ド１３、コネクタ２５を介してプロセッサ装置１５に送られる。プロセッサ装置１５では
、周知の画像処理を施して、撮像ユニットが撮影した観察画像を例えばテレビモニタ１６
に表示する。
【００２０】
　挿入部１１は、先端から順に、先端硬質部１７、湾曲部１８、及び軟性部１９を有する
。先端硬質部１７の先端面には、周知のように、観察窓、照明窓、鉗子出口、送気送水ノ
ズル、ウォタージェットノズルなどが形成される。湾曲部１８は、アングルノブ２０の回
転操作により上下左右方向に任意角度で湾曲する。これにより、先端硬質部１７が体腔内
の所望の方向に向けられ、体腔内の被観察部位の撮像や、鉗子出口からの鉗子による種々
の処置が可能になる。軟性部１９は、操作部１２と湾曲部１８との間を長尺状に繋ぐ部分
であり、可撓性を有している。
【００２１】
　操作部１２は、ケース２１に、アングルノブ２０、送気送水ボタン２６、吸引ボタン２
７、第１～第３押しボタンスイッチ２８～３０などの部品部材を取り付けて構成される。
図２に示すように、ケース２１は、開口２２を有するケース本体２３と蓋２４とからなる
。これらケース本体２３及び蓋２４は樹脂成形品から構成される。ケース本体２３は、上
部がやや窄まった略五画形の箱形に形成され、底板２３ａ（操作部１２の側面に該当する
）と、この底板２３ａを囲むように周縁に配置される前板２３ｂ、上板２３ｃ、上背板２
３ｄ、下背板２３ｅ、下板２３ｆとを有する。開口２２の周囲の縁部には不図示のＯリン
グ収納溝が形成されており、この収納溝内に不図示のＯリングが嵌められる。
【００２２】
　蓋２４は、開口２２を塞ぐようにケース本体２３に嵌められる。そして、２本のビス３
３を用いてケース本体２３に固定される。この固定により、Ｏリングがケース本体２３と
蓋２４との間で変形し、両者に密着することで、気密性が確保される。気密性が確保され
ることで、水密性も同時に確保される。アングルノブ２０（図１参照）は、ケース本体２
３の底板２３ａ（操作部１２の側面）側に配設される。
【００２３】
　図１及び図２に示すように、送気送水ボタン２６、吸引ボタン２７、第１押しボタンス
イッチ２８，第２押しボタンスイッチ２９は、ケース本体２３の前板２３ｂに取り付けら
れ、第３押しボタンスイッチ３０は、ケース本体２３の上板２３ｃに取り付けられる。送
気送水ボタン２６は、挿入部１１の先端から空気又は液を選択的に送り出す際に操作され
る。吸引ボタン２７は、挿入部１１の先端から空気や液を吸引操作する際に操作される。
第１～第３押しボタンスイッチ２８～３０は、静止画の撮影や拡大撮影、その他の各種操
作を行う際に操作される。
【００２４】
　図２に示すように、蓋２４の外側中央部にはグリップ部３５が外側に突出するように一
体的に設けられる。このグリップ部３５は、左手でケース２１を把持する際に、左手の親
指によって下部が支持されることにより、ケース２１が把持し易くなっている。また、グ
リップ部３５の突出端部には円形の開口３６が形成される。この開口３６には、不図示の
Ｏリングなどにより気密に保たれた状態で、ユニバーサルコード１３（図１参照）が挿通
される。



(7) JP 2014-23953 A 2014.2.6

10

20

30

40

50

【００２５】
　ケース本体２３の内部は仕切り板３１により、操作ボタン収納室と、アングルノブ関連
のワイヤ操作部収納室とに仕切られている。仕切り板３１は例えば金属板から構成されて
おり、ケース本体２３に不図示の取付ビスにより固定される。
【００２６】
　ケース本体２３の中央には、ブラケット３７が配置される。図３に示すように、このブ
ラケット３７は、一対の脚部３８ａ（図２参照），３８ｂを有するアーチ状のフレーム３
８と、一方の脚部３８ｂにビス止めされた補助脚部３９とを有し、ユニバーサルコード接
続口４０を保持する。図２に示すように、補助脚部３９はフレーム３８に対して直交する
ように取り付けられる。そして、一対の脚部３８ａ，３８ｂと補助脚部３９との三点支持
により仕切り板３１にビス止め固定される。これにより、ケース本体２３にユニバーサル
コード接続口４０が強固に固定される。また、補助脚部３９はフレーム３８にビス止め固
定されるため、操作部１２の修理やメンテナンスの際に、ブラケット３７を、フレーム３
８と補助脚部３９とに容易に分解することができる。なお、ブラケット３７は、各配線コ
ード４２を傷つけないように、バレル研磨されている。
【００２７】
　ユニバーサルコード接続口４０内では、各送気送水ボタン２６、吸引ボタン２７のチュ
ーブ４１や、各押しボタンスイッチ２８～３０からの配線コード４２などがまとめられる
。そして、ユニバーサルコード１３としてユニバーサルコード接続口４０からケース２１
の外部に分岐される。また、ブラケット３７を取り外して、フレーム３８や脚部３９に分
解することにより、各配線コード４２を簡単に露呈させることができ、修理やメンテナン
スが容易になる。
【００２８】
　図４に示すように、第１押しボタンスイッチ２８は、押しボタンスイッチ本体５０と、
固定楔５１と、固定ビス５２とからなる。押しボタンスイッチ本体５０は、前板２３ｂに
形成される円形の取付孔５４の直径よりも僅かに小径で、全体が円筒状に形成される。
【００２９】
　図５に示すように、押しボタンスイッチ本体５０は、先端から順に、操作キャップ６０
、スイッチ本体６１、取付筒６２からなる。取付筒６２は硬質プラスチック製または金属
製である。取付筒６２の外周面で、ケース本体２３に対して外側には操作キャップ取付フ
ランジ６３が、周面よりも突出して形成される。この操作キャップ取付フランジ６３の外
径は取付孔５４の内径よりも大きくされる。また、取付筒６２が、ケース本体２３の取付
孔５４に挿入された状態でケース本体２３の内側に位置する外周面には、固定楔取付溝６
４（図４、図６参照）が形成される。
【００３０】
　取付筒６２の内周面にはスイッチ本体６１を保持するための仕切り板６５が形成され、
この仕切り板６５には貫通孔６６が形成される。スイッチ本体６１は基板６１ａを有し、
この基板６１ａを介してスイッチ本体６１は仕切り板６５に固定される。基板６１ａの背
面側には、端子６７が突出して形成され、これらが仕切り板６５の貫通孔６６に挿通され
る。端子６７には、ユニバーサルコード１３の配線コード４２が半田付け等により接続さ
れる。
【００３１】
　図６にように、固定楔取付溝６４は、取付筒６２の周面の一部を、筒心に直交する方向
に切り欠いた一対の平行な溝面６４ａを有する。この溝面６４ａの一方の側壁（外側に位
置する）６４ｂが筒心に直交し、他方の側壁（内側に位置する）６４ｃが筒心に交差する
。この交差する側壁６４ｃにより傾斜面６８が形成される。
【００３２】
　図５に示すように、操作キャップ６０は合成ゴム製で柔軟性を有し、外形が半球に形成
される。内周面６０ａの中央には、スイッチ本体６１の可動部６１ｂに対面する位置で、
押圧突起６０ｂが形成される。操作キャップ６０が押圧されると操作キャップ６０が変形
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し、押圧突起６０ｂによりスイッチ本体６１の可動部６１ｂを押す。これにより、スイッ
チ本体６１はＯＮまたはＯＦＦに切り換わる。
【００３３】
　操作キャップ６０の内周面６０ａで端縁部近くには、取付溝７０が周方向に形成される
。この取付溝７０には、操作キャップ取付フランジ６３が嵌着する。また、前板２３ｂに
形成される取付孔５４には、その外側に係止段部７１が形成される。係止段部７１は、第
１方向Ａ１に垂直な係止面７１ａと、この係止面７１ａに直交して連続する係止内周面７
１ｂとからなる。この係止段部７１はキャップ取付溝となり、操作キャップ６０の端縁部
６０ｃが嵌入する。
【００３４】
　図４に示すように、固定楔５１は、一対の脚部（脚板）５１ａと連結部５１ｂとにより
、Ｕ字形に折り曲げて形成されたＵ字形板部材であり、硬質プラスチック製または金属製
である。連結部５１ｂの中央部には、固定ビス５２が挿通される孔５１ｃが形成される。
脚部５１ａの一方の側縁は斜めに形成された傾斜面５３を有し先細りとなっている。傾斜
面５３により、部品部材としての押しボタンスイッチ本体５０をケース本体２３の前板２
３ｂに密着させる密着部が構成される。
【００３５】
　図６に示すように、固定楔取付溝６４は正面から見て、台形状に構成され、上方に向か
うに従い次第に開拡する傾斜面６８を有する。固定楔５１は、ケース本体２３の開口２２
を通り、第１方向Ａ１に略直交する第２方向Ａ２から、固定楔取付溝６４に挿入される。
図５に示すように、固定楔５１の取付溝６４への挿入により、この傾斜面６８に固定楔５
１の傾斜面５３が圧着する。この圧着により、取付筒６２は取付孔５４内で右方向に移動
し、操作キャップ取付フランジ６３と、係止段部７１との間で、操作キャップ６０の端縁
部６０ｃが押し潰されて変形し、係止段部７１内に操作キャップ６０が圧着する。この操
作キャップ６０の圧着により、押しボタンスイッチ本体５０は前板２３ｂに気密に取り付
けられる。なお、７５はワッシャである。ワッシャ７５は、固定楔５１が金属製の場合に
前板２３ｂの内面が傷付くことがないよう保護する。
【００３６】
　図５に示すように、固定楔５１が楔取付溝６４に入れられた状態で、孔５１ｃに対応す
る取付筒６２には、ネジ孔７６が形成される。このネジ孔７６には固定ビス５２が螺合す
る。この固定ビス５２によって、楔取付溝６４から固定楔５１が脱落することが防止され
る。また、固定ビス５２の回転によるネジ孔７６への進入により、操作キャップ６０の端
縁部６０ｃは係止段部７１への圧着が強まり、より強固に取付孔５４に押しボタンスイッ
チ本体５０が取り付けられる。また、固定ビス５２のねじ込み量を調節することにより、
楔５１による圧着力の調節が可能になり、気密性や水密性を確実に確保することができる
。
【００３７】
　図４に示すように、第２及び第３押しボタンスイッチ２９，３０も、操作キャップ２９
ａ，３０ａの形状が半球状ではなく、円柱状または截頭円錐状である以外は、第１押しボ
タンスイッチ２８と同じ構成であるので、第１押しボタンスイッチ２８と同じ符号を用い
、重複した説明を省略する。なお、操作キャップの内部スペースを小さくすることにより
、温度変化による空気の膨張の影響を少なくすることができる。
【００３８】
　各押しボタンスイッチ２８～３０はケース本体２３に次のようにして取り付ける。先ず
、図６に示すように、ワッシャ７５を、予めケース本体２３の内側面で取付孔５４に位置
合せして接着する。次に、各取付孔５４から配線コード４２を引き出して、スイッチ本体
６１の端子６７に配線コード４２を半田付けして接続する。なお、半田付けする代わりに
、予め半田付けされた配線コードに接続端子を用いて、ユニバーサルコードの配線コード
４２に接続してもよい。
【００３９】
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　次に、図４に示すように、各取付孔５４に第１方向Ａ１から押しボタンスイッチ本体５
０を挿入する。次に、図６に示すように、固定楔５１を第１方向Ａ１と略直交する第２方
向Ａ２から挿入する。この挿入により、固定楔取付溝６４の傾斜面６８と、固定楔５１の
傾斜面５３とが接触して、取付筒６２がケース本体２３の内側に移動する。
【００４０】
　次に、固定ビス５２を固定楔５１の取付孔５１ｃに挿入して回転すると、固定ビス５２
がネジ孔７６に螺合し、固定楔５１が取付溝６４に締めつけられる。この締めつけによっ
て、操作キャップ６０の端縁部６０ｃが係止段部７１に密着する。これにより、押しボタ
ンスイッチ２８がケース本体２３に固定されるとともに、操作キャップ６０と係止段部７
１との密着により、取付孔５４からの水や空気がケース本体２３内に入り込むことが防止
される。また、押しボタンスイッチをナットやビスにてケース内側から締めつける従来タ
イプのものに比べて、ナットやビスなどを挿入するための特別な凹部等を開口２２に連設
する必要がなくなる。したがって、開口２２及び蓋２４が三次元的に湾曲したりする複雑
な形状となることがなく、製造が容易になる。しかも、固定楔５１を挿入して、第２方向
から固定ビス５２を締めつけるだけでよく、取り付けが簡単に行える。また、固定楔５１
は押しボタンスイッチ本体５０の挿入方向である第１方向Ａ１に直交する第２方向Ａ２か
ら挿入するため、挿入が容易になる。
【００４１】
　なお、参考形態及び実施形態では、押しボタンスイッチ本体５０の挿入方向である第１
方向Ａ１に対し直交する第２方向Ａ２から固定楔５１を挿入しているが、ケース本体２３
の取付面が傾斜面や湾曲面から構成される場合には、これら取付面に合せて、第１方向と
第２方向との交差角度は適宜変更され、９０°以外の交差角度になる。
【００４２】
　メンテナンスや点検のため、ケース本体２３から各押しボタンスイッチ２８～３０を取
り外す場合には、取り付けとは逆の操作により行う。先ず、固定ビス５２を第２方向Ａ２
からドライバを挿入して取り外した後に、固定楔５１を簡単に引き抜くことができる。し
かも、従来タイプのものに比べてナットやビスなどをケース本体２３の内側から回転させ
る必要がなく、取り外しが簡単に行える。
【００４３】
　次に、図８を参照して、第２参考形態を説明する。この第２参考形態では、操作キャッ
プ８０の端縁部８１の外周面に、係止段部７１の係止内周面７１ｂに対面する位置で第１
環状突条８２を、係止段部７１の係止面７１ａに対面する位置に第２環状突条８３（二点
鎖線表示部分）を形成する。その他の構成については、第１参考形態と同様であるので、
その他の構成部材には同一符号を付して重複した説明を省略する。同様にして、以下の他
の参考形態及び実施形態においても、同一構成部材には同一符号を付している。
【００４４】
　第１環状突条８２は係止内周面７１ｂに接触して変形し、操作キャップ８０と係止段部
７１とを気密に密着させる。また、第２環状突条８３は係止段部７１の係止面７１ａに接
触して変形し、操作キャップ８０と係止段部７１とを気密に密着させる。このように、第
１参考形態に比べて、第１及び第２の環状突条８２，８３を設けており、これらが係止段
部７１に接触して変形することにより、操作キャップ８０と取付孔５４との間で二重に密
着するため、気密性がより一層向上する。なお、第１環状突条８２及び第２環状突条８３
のいずれか一方のみを形成してもよく、この場合にも、操作キャップ８０と取付孔５４と
の間の気密性が確保される。
【００４５】
　第２参考形態では、操作キャップ８０と取付孔５４との間に第１シール剤８４が、操作
キャップ８０と取付筒６２との間には第２シール剤８５が入れられる。また、スイッチ本
体６１が取り付けられる仕切り板６５の反対側面で取付筒６２内には第３シール剤８６が
入れられる。第１シール剤８４は、操作キャップ８０を係止段部７１に確実に固着して、
操作キャップ８０と係止段部７１との隙間に塵や異物、雑菌などが溜まることを防止する
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。また、第２シール剤８５は、取付筒６２と操作キャップ８０との隙間をシールし、異物
などの進入を阻止する他に、気密性も確保する。第３シール剤８６は、スイッチ本体６１
の端子６７及び配線コード４２の接続部を封止する他に、操作キャップ８０が破損した場
合にケース本体２３の内部の気密性も確保する。その他の構成については第１参考形態と
同じであり、重複した説明を省略する。
【００４６】
　図９に示すように、第３参考形態では、取付筒８７のキャップ取付フランジ８７ａを、
取付孔５４の係止段部７１の係止面７１ａに直接接触させたものであり、このため操作キ
ャップ８８の端縁部の形状が第２参考形態のものと異なっている以外は、第２参考形態と
同じ構成となっている。本参考形態では、第１環状突条８９によって係止段部７１との密
着性が確保される。また、第１シール剤８４によって、取付孔５４と操作キャップ８８と
の間がシールされる。
【００４７】
　上記第１～第３参考形態では傾斜面５３を有する固定楔５１を用いた例について説明し
たが、図１０～図１２に示す各参考形態では、押しボタンスイッチ本体５０の取付溝６４
の傾斜面６８に当接して押しボタンスイッチ本体５０を内側に付勢する湾曲突起９０ａ，
９１ａを有する固定楔９０～９２を用いる。
【００４８】
　図１０に示すように、固定楔９０は、例えば金属板を折り曲げて形成され、矩形状の連
結板９０ｂとこの連結板９０ｂの４隅に連接される第１脚部９０ｃ及び第２脚部９０ｄと
を有する。第１脚部９０ｃは細長い帯板であり、連結板９０ｂに対して９０°に折り曲げ
られる。また、第２脚部９０ｄは、中間部に外側に向けて突出した湾曲突起９０ａを有す
る帯板であり、先端が第１脚部９０ｃの先端に近接するように、連結板９０ｂに対して鋭
角に折り曲げられる。固定楔９０が、図６に示す固定楔５１の代わりに、押しボタンスイ
ッチ本体５０の取付溝６４に差し込まれると、第１脚部９０ｃがワッシャ４４に接触し、
第２脚部９０ｄの湾曲突起９０ａが傾斜面６８を押圧する。これにより、押しボタンスイ
ッチ本体５０がケース本体２３の内側に向かう方向へ移動する。また、第２脚部９０ｄは
バネ性を有する湾曲突起９０ａにより傾斜面６８に向けて固定楔９０を付勢するため、適
度な力で押しボタンスイッチ本体５０をケース本体２３の内側に向けて付勢することがで
きる。さらに、固定ビス５２のネジ込み量を変えることにより、付勢力も簡単に調節する
ことができる。
【００４９】
　図１１は、一つの帯板を板金加工により折り曲げて、湾曲突起９１ａを有する脚部９１
ｂを連結板９１ｃの両側に形成し、固定楔９１を構成したもので、図１０に示す固定楔９
０と同様に、脚部９１ｂの中央部に形成した湾曲突起９１ａによって、取付溝６４の傾斜
面６８を押圧することができる。固定楔９１は次のように構成する。先ず、金属製の帯板
の両端から一定長さで中央部の連結板９１ｃに対して、直角に折り曲げて一対の脚部９１
ｂを構成する。次に、この脚部９１ｂを９０°捩じった後に、脚部９１ｂのほぼ中央部に
湾曲突起９１ａをプレス加工する。なお、加工の順序は、これに限定されず、先に湾曲突
起９１ａを形成した後に、捩じって折り曲げ加工してもよい。
【００５０】
　図１２は、図１１の固定楔９１の先端に、抜け止め用の係止爪（係止片）９１ｄを折り
曲げ形成した固定楔９２を示している。図６に示す固定楔５１の代わりに、本参考形態の
固定楔９２が押しボタンスイッチ本体５０の取付溝６４に差し込まれると、固定楔９２が
ワッシャ７５に接触し、湾曲突起９１ａが傾斜面６８を押圧する。これにより、取付筒６
２をケース本体２３の内側に向けて付勢する。そして、係止爪９１ｄが取付溝６４の端縁
に係止することにより、抜け止め効果が得られる。固定楔９２を取り出すときには、係止
爪９１ｄの係止が外れる方向に、湾曲突起９１ａを押圧する。これにより、係止爪９１ｄ
の取付溝６４からの係止を解除し、取付溝６４から固定楔９２を抜くことができる。なお
、固定ビス５２による締めつけ固定は省略してもよいが、固定ビス５２と係止爪９１ｄと
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を併用してもよい。また、固定ビス５２や係止爪９１ｄに代えて、他の固定手段によって
固定楔９２を楔取付溝６４に固定してもよい。
【００５１】
　なお、図１０～図１２に示す固定楔９０～９２は金属製の帯板をプレスして成形してい
るが、プレスなどの板金加工によるものの他に、硬質樹脂を用いた成形品により構成して
もよい。
【００５２】
　図１３，図１４は、抜脱阻止部材として固定楔を用いることのない別の参考形態及び実
施形態を示している。なお、抜脱阻止部材として固定バンド９３を用いる以外は図５～図
７に示す第１参考形態のものと同じ構成であり、同一構成部材には第１参考形態と同じ符
号が付してある。取付筒６２の内周面には、外周長が変更自在な固定バンド９３が挿入さ
れる。この固定バンド９３は、押しボタンスイッチ本体５０の挿入方向である第１方向Ａ
１に対して略直交する第２方向Ａ２からケース本体２３に挿入された後に、取付筒６２の
内周面に挿入される。
【００５３】
　図１４に示すように、固定バンド９３は、周知のホースクランプと同様の構成であり、
帯状のバンド本体９４の両端部９４ａ，９４ｂを重ねて環状にして構成される。そして、
バンド本体９４の一端部９４ａには、ブラケット９５により、固定バンド９３の周方向に
、雄ねじ９６が回転自在に保持される。バンド本体９４の他端部９４ｂには、固定バンド
９３の周方向に、雄ねじ９６と同じピッチで複数の係止切欠き９７が形成される。係止切
欠き９７は、固定バンド９３の周方向に交差する方向に長く形成され、雄ねじ９６の一部
が入り係止する。これら雄ねじ９６、ブラケット９５、係止切欠き９７によって、取付筒
６２の外周面をケース本体２３の取付孔５４の内周面に密着させる密着部９８が構成され
る。
【００５４】
　押しボタンスイッチ９９のケース本体２３への取り付けに際して、先ず、雄ねじ９６を
、ケース本体２３の開口２２からドライバにより回転する。これにより、雄ねじ９６と係
止切欠き９７との係止位置が変わり、固定バンド９３の周長が変化する。取付筒６２内で
固定バンド９３の周長が長くなる方向に、雄ねじ９６を回転させることにより、固定バン
ド９３の外径が大きくなり、取付筒６２を取付孔５４に押圧することができる。この押圧
により、押しボタンスイッチ９９がケース本体２３に固定される。なお、二点鎖線で示す
ように、取付孔５４に、ケース本体２３の内側に向かうに従い次第に開拡するテーパー面
５４ａを形成し、このテーパー面５４ａに取付筒６２の外周面を圧着することにより、取
付筒６２が確実にケース本体２３に固定される。
【００５５】
　図１５に示す別の参考形態では、取付孔１００及び取付筒１０１に回転規制面（回転規
制部）１００ａ，１０１ａを形成したものであり、その他は第１参考形態と同様に構成さ
れている。取付筒１０１の回転規制面１０１ａは、取付筒１０１の外周面の一部を平面状
に切り欠いて形成されている。同様にして、この回転規制面１０１ａが位置する取付孔１
００には回転規制面１０１ａに接触して取付筒１０１の回転を規制する回転規制面１０１
ａを形成する。回転規制面１０１ａは、図１５に示すように、１個の他に複数個であって
もよい。また、複数個の場合には、取付孔１００を多角形状に形成した各辺をそれぞれ回
転規制面としてもよい。また、規制面に代えて、取付筒の回転を規制することができれば
よく、係止突起や係止凹部を用いて、回転を規制してもよい。この回転規制面１００ａ，
１０１ａは、上記各参考形態及び実施形態において形成してもよい。
【００５６】
　本参考形態及び実施形態では、取付筒１０１を取付孔１００に挿入する際に、取付筒１
０１が回転することがなく、固定楔５１の挿入時の位置決めが容易になる。また、取付孔
１００内で取付筒１０１が回転することがないので、回転により配線コード４２が引っ張
られて断線したり、ハンダ付け部分から接続部が剥離してしまうことが無くなる。
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【００５７】
　上記参考形態では、挿入部１１が接続される内視鏡１０の操作部１２を例にとって説明
したが、内視鏡１０の操作部１２として機能するものであれば良く、挿入部１１が接続さ
れる操作部１２に限定されるものではない。
【００５８】
　図１６に示す本発明の実施形態は、挿入部１１に連続する第１の操作部１２に代えて、
ユニバーサルコード１３のコネクタ１１０に本発明を実施している。コネクタ１１０は、
ケース本体１０８及び蓋１０９を有し、ユニバーサルコード１３により電子内視鏡１０を
光源装置１４に接続する。ケース本体１０８には、押しボタンスイッチ１１１，１１２や
三方切換弁１１３が、固定楔５１及び固定ビス５２により取り付けられ、第２の操作部１
１４が構成される。ケース本体１０８には、開口１１５が形成されており、この開口１１
５から固定楔５１，固定ビス５２が挿入される。
【００５９】
　押しボタンスイッチ１１１，１１２や三方切換弁１１３のケース本体１０８への具体的
な取付方法は、上記各参考形態と同様であり、同一構成部材には同一符号が付してある。
コネクタ１１０は、ユニバーサルコード１３の他に、プロセッサ装置１５への接続コード
１１６、送液タンク１１７へのチューブ１１８などが接続される。
【００６０】
　本実施形態でも、押しボタンスイッチ１１１，１１２や三方切換弁１１３などの操作部
材の挿入方向に対して交差する方向から、固定楔５１などの脱落阻止部材を挿入し、操作
部材をケース本体１０８に取り付けるため、これら操作部材の取り付け及び取り外しが簡
単に行える。なお、本実施形態では、ユニバーサルコード１３のコネクタ１１０のケース
本体１０８に対して、押しボタンスイッチ１１１，１１２などの操作部材を取り付けて、
第２の操作部１１４としたが、図示は省略したが操作部は分岐部などのケース本体を用い
たものにも実施することができるし、上記参考形態のように操作部１２のケース２１に対
して実施することができる。また、操作部材としては、操作スイッチなどに限定されるも
のではなく、上記のような三方切換弁やその他の機械的な操作部材も含まれる。
【００６１】
　上記各参考形態や実施形態では、脚部を楔状にしたり、脚部の中間部に湾曲突起を設け
たりした固定楔を脱落阻止部材として用いているが、本発明はこれに限定されることなく
、操作部材などの部品に係合させることにより、押しボタンスイッチをケースに水密また
は気密に固定することができればよく、脱落阻止部材は、どのような構成でもよい。
【００６２】
　上記参考形態及び実施形態では、部品として押しボタンスイッチの例を挙げたが、本発
明はこれに限定されることなく、例えば、ＬＥＤなどの表示部品でもよい。また、操作キ
ャップは柔軟性を有する合成ゴムなどにより構成しているが、例えば、柔軟性は無い剛性
キャップでもよく、この場合には、上部に可動部を有し、変位可能なキャップが使用可能
である。また、押しボタンスイッチと取付孔との間にＯリングなどを用いてもよい。
【００６３】
　上記参考形態及び実施形態では、操作部は箱型状に形成したが、操作部は種々の形状に
することができる。例えば、円筒状や半球状やその他の自由な曲面からなるケース本体で
あってもよい。
【００６４】
　上記参考形態及び実施形態では、スイッチ等の操作部材のケース本体への挿入方向を示
す第１方向Ａ１と、操作部材を固定する固定楔の挿入方向を示す第２方向Ａ２とは、例え
ば操作部材が取り付けられる前板と、蓋との交差角度が９０度である場合を例に取って説
明したが、取付孔が形成される取付板部に対して操作部材が傾斜して取り付けられる場合
には、９０度以外の傾斜角度であってもよい。また、第１方向Ａ１と第２方向Ａ２とは交
わる必要はなく、離れた状態も含まれる。
【００６５】
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　上記参考形態及び実施形態では、固定楔５１の緩み防止策として、固定ビス５２による
ネジ止めを採用したが、本発明はこれに限定されることなく、例えば、ケース本体２３を
閉じる蓋２４の内壁面に固定楔５１の取り出し方向への移動規制を行なう凸部等を設けて
もよい。また、固定ビス５２の代わりに接着剤を用いて固定楔５１と取付溝６４とを接着
してもよく、この場合にも固定楔の緩みが防止される。固定楔５１を取り外す際には、固
定楔５１の連結部５１ｂと取付筒６２との隙間に、マイナスドライバ等の取外し用工具を
挿入し回転または傾斜させて固定楔５１を上方に僅かに持ち上げることにより、接着剤が
剥がれ、固定楔５１を取付溝６４から浮かすことができる。
【符号の説明】
【００６６】
　１０　電子内視鏡
　１２　操作部
　２３　ケース本体
　２８，２９，３０　押しボタンスイッチ
　５０　押しボタンスイッチ本体
　５１　固定楔
　５２　固定ビス
　５３，６８　傾斜面
　５４　取付孔
　６０　操作キャップ
　６１　スイッチ本体
　６２　取付筒
　６３　操作キャップ取付フランジ
　６４　取付溝
　６８　傾斜面
　７０　取付溝
　７１　係止段部
　８０　操作キャップ
　９０，９１，９２　固定楔
　９３　固定バンド
　９９　押しボタンスイッチ
　１１０　コネクタ
　１１１，１１２　押しボタンスイッチ
　１１３　三方切換弁
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拆卸。
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